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当院の診療実績：新患者推移

533 247 211 286 219 137 142 48 77 38
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呼吸器内科診療体制
 小倉副院長をトップに
常勤医13名，後期研修医7名

 出身校は全国津々浦々：
北海道～関西～九州～沖縄まで

 夜間・休日は完全当直医制度
 総合医局で
学年・科を超えて
相談がし易い
雰囲気です。

2016年度メンバー集合写真

医局風景

夜の呼び出しありません！



朝の病棟カンファレンス
後期研修医の1日
～ある月曜日～

最先端の気管支鏡機器
他にも最先端いっぱい

気管支鏡検査風景

EBUS,TBNA,BAL,EWS,サーモプラ
スティや日本でまだ数台しかない
Cryo biopsyも逸早く導入

全体カンファレンス
抄読会

 朝8時 病棟カンファレンス
 午前中 病棟回診

6分間歩行試験
救急当番

 午後 気管支鏡
 夕方 全体カンファレンス

抄読会，予演会
症例相談

 夜 自主学習・研究活動



外来診療
 週1回の一般呼吸器内科外来
 困ったときは上級医に相談可能
 月1回程度の間質性肺炎新患外来
 間質性肺炎外来では小倉先生と
ディスカッションして検査や
治療方針を決めていきます

間質性肺炎外来で小倉副院長にコンサルト

一般外来 救急外来



カンファレンス・研究活動
 週1回のチームカンファレンス
 外科との合同カンファレンス
手術症例、病理検討会

 院内・院外勉強会
 各種学会発表
 論文執筆チームカンファレンスは和気藹々

海外学会での発表

海外学会も
行けます！



呼吸器感染症
 結核 今でも多い 見逃すと大変！
社会的責任がある
Doctor’s delayが問題になる疾患
たくさん診ることが大事

 非結核性抗酸菌症 罹患率が結核を超える勢い
世界的に増加している 日本でも急増中 当院でも急増中

 肺炎 どの病院でも診れる疾患だけど、
当院では新しい抗生剤の臨床試験に参加している
→ いち早く最新治療を経験できる

 真菌症 特に肺アスペルギルス症 たくさんいます

 その他の稀な感染症 診たことがないと思い浮かばない
ぜひ経験にきてください

きれいな結核病床



気道疾患
 喘息

 NO測定・IOS・気道過敏性検査・気道可逆性検査etc.で病期を評価

 ピークフローモニタリングや喘息教室を通じ患者教育や吸入指導

 難治性気管支喘息に対する抗体製剤や気管支サーモプラスティ

 COPD

 禁煙外来など禁煙指導も徹底

 公開講座や出張講座を通じ疾患の認知度向上

 HOTやNPPVの導入・管理 包括的呼吸リハビリテーション

 睡眠時無呼吸症候群
 外来で簡易型無呼吸検査→入院でPSG検査 重症度に応じた治療の導入

 CPAP導入および管理 鼻マスクには鼻腔通気度検査で鼻閉チェック

喘息やCOPDでは吸入薬や分子標的薬の
治験にも参画しています



肺がん

 Paradigm shiftの真っ只中にある

肺がん診療を幅広く経験できます。

 臨床試験・治験に参加しており、

新しい治療にいち早く触れることができる。

 患者さんが多いので、アイデア次第では

素晴らしい研究ができるかも、、、

 診断のための気管支鏡機器も揃っていてます。



JUNKOと言えば

1位

85件

2017年

533人

間質性肺炎



循呼で
共に
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